
２０２３年度新任教師研修会 

開催要項 

 

○研修趣旨  真宗大谷派の教師として生きるとは如何なることか。そのことを真宗教

義・声明儀式作法を通して確かめる。 

○主  催  真宗大谷派北海道教区教化委員会 教化本部 同朋教化部門 研修部会 

○日  時  ２０２３年１２月６日（水）～８日（金） 

○会  場  東本願寺 北海道青少年研修センター 

       （札幌市中央区伏見５丁目２番 ☎０１１－５５１－８６９７） 

○講  師  ◆真宗教義：嶋地正孝 氏(第５組天正寺) 

          講題：「親鸞聖人の学び方を学ぶ」 

      ◆声明儀式作法：圓淨和之 氏(第１１組澄心寺) 

         テーマ：１日目「装束の取り扱い」 ２日目「葬儀式」 

      ◆特別講義：伊藤智秀 氏（第４組明德寺） 

         テーマ：「真宗の葬儀」           

          講題：「諸仏の護念 ～ 悲しみを深き縁として ～」 

 

○助言指導 西部隆友 氏（第８組本行寺） 九谷 量 氏（第１６組無量寺） 

      岩田広大 氏（第１７組聖教寺）辻内野悠 氏（根室別院）       

 

○スタッフ 中村法曉（同朋教化部門幹事・第１７組法運寺） 

芳藤啓順（研修部会長・第２０組顯正寺） 

川原 顕（チーフ・第１６組泰巖寺） 

泉 敬之（スタッフ・第 5 組願成寺） 

曽我隆信（スタッフ・第７組專行寺） 

 

○事 務 局  鷲嶺彰宏（教区駐在教導）・宇都宮 力（教区駐在教導） 

      寺林如江（青少幼年指導主任） 

 

○参加対象 原則として教師補任後５年以内の方（※５年以上経過された方でも参加できます。） 

 

○募集人数 ３０名程度  

「お坊さんってなんだろう。」「お寺ってなんだろう。」「自分は何をしたらいいん

だろう。」宗門の学校を卒業後、お寺での生活がはじまり、その生活を通して様々な問

いが出てくることがあります。それらの問いをずっと考え続けることもあれば、日常生

活に追われ埋没していくこともあるでしょう。どんなかたちであれ、その問いはとても

大切な問いだと思います。 

 あなたと同じように「問い」を抱えた人たちと共に、学び、語らう場として開かれて

いるのが新任教師研修会です。 

 人と出会い、問いと出会い、そして課題と出会うということを願いとし、当研修会を

開催いたします。 

 皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 



○参 加 費  ８，０００円（宿泊費・食費含む。当日、会場受付にてご納入いただきます。） 

 

○服装について  日程中は白服、間衣、輪袈裟（畳袈裟可）でお過ごしください。 

 

○宿泊について  研修センターにて宿泊となります。 

 

○持 ち 物 

【テキスト関係】 

『真宗聖典』、『真宗聖教全書一』、『真宗の儀式』、『真宗大谷派声明集 』

（『大谷派声明集 上』は使用しません） 

【装束関係】 

直綴、墨袈裟、安静形木念珠 

裳附、五条袈裟、差貫（切袴可）、中啓、半装束念珠 

【日程中服装】 

白服、間衣、足袋、白帯（マジック帯不可）、腰紐、襦袢、肌着、輪袈裟（畳袈裟

可）、小念珠 

※肌着について 

（シャツは襦袢から覗かない U または V 首シャツを着用のこと。また、U・V 首シャツや 

ステテコ、パッチは白色のものをご用意下さい。グレーは不可。下着の指定はありません。） 

【その他】 

筆記用具、ノート、保険証、寝間着、洗面用具、その他各自必要なもの 

※研修センターにドライヤーはありません。  

○申込方法 

参加を希望される方は、下記のＱＲコードまたは URL から必要事項をご記入のうえ、

お申し込みください。なお、申し込み締切りは１１月２９日（水）までとなります。 

 

            【URL】https://forms.gle/EMReC7STc4Kmt6FSA 

 

 

○注意事項 

（１）３７．５度以上、または平熱に比して１度以上高い場合や、体調不良の方は入館で 

きません。また、日程中に発熱や体調不良が認められる場合は、保健室でお休みい

ただき、準備が整い次第退館していただきますので日常の体調管理に十分留意しご

参加くださいますようお願いいたします。 

 

（２）原則として全日程の参加をお願いいたします。 

 

○そ の 他  全日程修了者には教師陞補に必要な受講証が発行されます。 

 

○お問い合わせ 

ご不明な点がございましたら、北海道教務所（担当：鷲嶺・宇都宮）までお問い合わせ

ください。 

以 上 


